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第１８回通常総会・研修会・懇親会を開催 

平成３０年６月１８日（月）京都ガーデンパレスにて第

１８回通常総会が開催されました。 

平成２９年度事業報告及び収支決算承認の件、平成３０年度

会費の額及び徴収方法決定の件、平成３０年度事業計画及び収

支予算決定の件、役員選挙の件について審議がなされました。役

員も引き続き同じメンバーでということで皆様に承認をいただ

きました。 

研修会では、（株）長谷川松寿堂様のご協力によりワークショ

ップ「うちわ はり絵体験」を行いました。「朝顔」「風鈴」「熱

帯魚」の中から好きな絵柄を選び、短時間ではありましたが、和

紙の風合いが生かされた夏らしい涼しげなうちわに仕上がりま

した。その後、御来賓の皆様をお迎えして和やかな 

懇親会となり、無事に閉会いたしました。  

（記：副会長  山本 敬子） 

 

ご  挨  拶 

去る６月１８日、第１８回通常総会において任期満了に伴う役員選挙があり、引き続

き会長を務めさせていただくことになりました。新年度もどうぞよろしくお願い申し

上げます。 

人口減少による労働力不足が喫緊の課題とされる中、京都府においても多様な人材

を生かして活力ある社会を維持していくことが重要とされています。 

その中でも最も期待されているのが、人口の半分を担う女性の力です。女性活躍促進法が施行されて 2

年余り、力を発揮したいけれど多くの壁に阻まれてなかなか力を出し切れていない女性たちも多いのが現

状ではないでしょうか。 

きょうとＭＯＣＯはそんな現状を女性の視点をいかして改善したいと、働く女性に役立つ研修や、仕事

も家庭も両立したい人を応援する情報提供など様々な取り組みを行っています。研修の後の楽しい交流会

は日ごろのストレスを忘れ明日への力が沸くと人気です。 

組合単位でも、個人参加でも、気軽に参加されませんか。心からお待ちしています。 

ＭＯＣＯの活動に参加しませんか？！ ご加入に関するお問い合せは、 

きょうとＭＯＣＯ事務局まで。 ☎ 075-314-7131（担当：奥） 

 
         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＯＣＯとは、｢ｍｏｔｈｅｒ＝母のような・やさしい」のＭＯと 

｢ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ=結合｣のＣＯからつけられました。 

「きょうとＭＯＣＯ」は京都府中小企業女性中央会の愛称です。 

 

 

会長 伊庭 節子 

懇親会での伊庭会長挨拶 

ワークショップ「うちわ はり絵体験」 



ＭＯＣＯメンバー このコーナーでは、キラキラ輝く会員の方々をご紹介します。 

いつもステキナ笑顔でパワフルに活動されている渡部由紀子さん。 

西陣織に携われている職人さんが減少している中、整経の技術承継

のために新たな取り組みをスタートされるということで、事業所であ

る有限会社渡部整経（織物整経業）を訪問しました。 

 

 

 豪華絢爛「西陣織」が出来上がるまでの１０以上の工程の一つ。 

整経とは、簡単にいえば「経糸
たていと

を並べる」という仕事です。絹糸を織屋の注文通りの糸数や長さに揃え、

織機にセットできる状態にします。西陣の織物では、３千～１万本の経糸を並べる必要があります。 

「地味で根気のいる仕事やけど、織物づくりには無くてはならない仕事。｢整経｣の良し悪しが織物の品

質に関わるんです。糸の張力は長年積み重ねた手の勘を頼りに作業を進めるから、一人前の職人になるの

に約５年はかかります」と渡部さん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ＜事業所ＤＡＴＡ＞ 

    有限会社渡部整経 〒602-0051 京都市上京区上立売通小川西入ル御三軒町 27 の 1  ☎ 075-451-7172 

 

【平成３０年度 レディース中央会全国フォーラム in 宮城 参加ツアー】 

   開 催 日 平成３０年１０月１８日（木）・１９日（金） 

   開催場所 江陽グランドホテル（宮城県仙台市青葉区本町二丁目 3-１） 

※ 詳細が決まりましたらご案内をお送りいたしますので、是非ご予定ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整経ってどんな仕事？ 

お仕事の現場レポート① お仕事の現場レポート② 

技術承継のために･･･ 

続いて、糸枠に巻き取られた糸を大きな糸巻のようなドラムに巻く準備。 

約１００個の糸枠を床に並べ、それぞれの糸枠から１本ずつ糸を出して目は

じきという装置に通していきます。目はじきで引き上げて目板に通し、櫛状の

畦筬（あぜおさ）で一本ごとに交差させてから、前筬で幅を整えてドラムに巻

き付け、千切（ちきり）と呼ばれるロールに移し取ります。 

初めて見る光景。糸枠から出ている糸がすごく細くて見えないのですが、３

日ほど作業をしていると目が慣れてきて見えるようになるそうです。 

まずは糸繰り。糸染で染め上がったカセ

状（輪っかに束ねられた状態）の糸を糸枠

に巻き取り、整経の仕事をスムーズに行え

るように準備をする工程。 

最近では、糸繰りさんの高齢化が進み、

糸繰りさんも減ってきているそうです。 

 

 渡部整経の糸繰りさんは８０歳を超えても現役で活躍されて

いますが、糸繰りさんが引退されて困っておられる同業者も多

いとのことです。 

「西陣のブランドを守るためには、技術を引き継いでいかな

ければならない。私がやらなければ」そんな思いから、糸繰り・

整経の技術を伝えるために塾をスタートされます。 


